
『リプトン自伝』 トーマス・リプトン／著 

 野口 結加／訳 論創社 

『ニッポン茶室ジャーニー』 
藤森 照信／著 はな／著 淡交社 

『抹茶のおやつ１００』  

福田 淳子／著 光文社 

 

『古典で旅する茶の湯 

八〇〇年史』 

竹本 千鶴／著 

淡交社  

『図説英国美しい 

陶磁器の世界』 

Cha Tea 紅茶教室／著  

河出書房新社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

   

 

 

 

 
 

 

           

           

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

特集①：お茶の界隈で 

 

令和７年５月  

加須市立図書館：発行 

「紅茶王」として知られるリプトンは、スコットランドに生ま

れ、少年時代から両親の食料品店の仕事をするうちに商業に強い

関心を抱きます。アメリカにも渡り、様々な仕事を経験したのち、

故郷に自分の店を持ったのは 21 歳の時。仲買人を通さず割安な

値段で販売し、ユニークな宣伝手法をとりいれて事業を拡大しま

す。新たに茶葉の販売も始めると、販売地域の水質によってブレ

ンドを変えた茶葉を手ごろな価格で提供し、世界各地に流通させ

ていきます。 

 お茶を喫むためだけの建築形式は、世界でも日本の茶室しか

ないそうです。この本では自身も茶室を建築する建築史家と、

お茶の稽古を続けているモデルが全国の茶室をめぐります。傘

のなかに入っているような気分が味わえる茶室、美しい風景が

眺められる茶室など、いっしょに観光しているような気分で楽

しめる本です。 

新茶のおいしい季節です。お茶に関わる

人々、お茶の道具など、お茶にまつわるあれ

これについて書かれた本を紹介します。 

『英国流アフタヌーン 

ティー・バイブル』  

藤枝 理子／著  

河出書房新社 

『名画のティータイム』 

Cha Tea 紅茶教室／著  

 創元社 



【図書館からのおしらせ】 
 
２月よりマイナンバーカードでの 
貸出を再開しました。 
★ 図書館窓口での手続き後、マイナンバー 

カードを利用して貸出ができます。 

★ 2024 年以前に連携させていた方も利用の際

は改めて紐付け手続きをお願いします。 

★ 手続きには、利用者証明用電子証明書及び

券面事項入力補助用の暗証番号（4 桁）の入

力が必要です。 …詳しくは窓口へどうぞ。 
利用を希望する方は窓口へお越しください。 

 

【お問合せ】 
 
加須図書館  

中央 2-4-17  ℡0480-61-8200  
騎西図書館  

根古屋 633-10 ℡0480-73-3178  
北川辺図書館  

麦倉 1473-1  ℡0280-62-4400  
おおとね図書館  

琴寄 597-1  ℡0480-78-2211 

図 書 館 ウ ェ ブ

サ イ ト か ら 予

約できます！ 

☆★☆こちらもどうぞ☆★☆ 

『老いてお茶を習う』群 ようこ／著 KADOKAWA 

『おうちでかんたんごちそう抹茶ドリンク』山政小山園／著 淡交社 

『月曜日の抹茶カフェ』青山 美智子／著 宝島社 

『孤篷のひと』葉室 麟／著 KADOKAWA 

『基礎から学ぶ紅茶のすべて』磯淵 猛／著 誠文堂新光社 

 『日本茶の図鑑』日本茶業中央会／監修  日本茶インストラクター協会／監修 マイナビ 

 

 

 

  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆★☆こちらもどうぞ☆★☆ 

『『その他の外国文学』の翻訳者』 白水社編集部／編 白水社 

『世界 28 言語図鑑』東京外国語大学ワールド・ランゲージ・センター／編 大修館書店 

『言語の本質』今井 むつみ／著 秋田 喜美／著 中央公論新社 

『僕には鳥の言葉がわかる』鈴木 俊貴／著 小学館 

『にゃんこ四字熟語辞典』西川 清史／著 飛鳥新社 

 

 

特集②：言葉は面白い！ 

『言語学者も知らない謎な日本語』  

石黒 圭／著 石黒 愛／著 教育評論社  

 

☆「やばい」だけでなく「えぐい」、「やば

み」とは？…日本語研究者の父が大学生

の娘に若者言葉を教わります。 

 

 

『世にもあいまいなことばの秘密』  
 川添 愛／著 筑摩書房 
 

☆「この先生きのこるには」…「この先」

と読むか「この先生」と読むかでは大

違い！ 日本語の曖昧さに迫ります。 

『日本語からの祝福、日本語への祝福』 

李
り

 琴
こと

峰
み

／著 朝日新聞出版 

☆芥川賞作家である著者。台湾に生まれ、

母語ではない日本語で物語を紡ぐ作家

が、自分と日本語とのかかわりや思いに

ついて語ります。 

 

 

  

 

『語学の天才まで１億光年』 
高野 秀行／著 

 集英社インターナショナル 
 

☆未知の巨大生物や麻薬生産地などの

取材のため、辺境の地を探検する著者

が学んだ外国語は２５以上！ 

日本語に外国語、鳥の言葉や AI の言葉…

コミュニケーションに大きな役割をはたす

言葉についての本を読んでみませんか。 


